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伝七ステーション
～映像制作から創る
　　持続可能な社会の実現～

伝七ステーション メインナビゲーター
三重テレビ「三重県応援団」団長
株式会社伝七ステーション代表取締役

纐纈　智英

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
速
な
蔓
延

を
受
け
て
、
７
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
た
の
が
４
月
７
日
。
そ
の

後
、
16
日
夜
に
は
対
象
地
域
を
全
国
に
拡

大
す
る
こ
と
を
政
府
は
正
式
に
決
め
る
な

ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々

刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
を

担
う
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
連
日
大

き
な
決
断
に
迫
ら
れ
る
毎
日
を
送
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
拝
察
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る

ば
か
り
で
す
。

　

株
式
会
社
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
三

重
県
の
魅
力
発
信
に
ま
つ
わ
る
映
像
制
作

業
務
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
取
材
の
た
め

県
内
各
地
域
に
赴
く
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
度
の
緊
急
事
態
宣
言
や
社
会

の
要
請
を
踏
ま
え
た
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
社
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
等
を
実
施

し
た
他
、
制
作
し
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
放

送
に
つ
い
て
は
当
面
の
間
、
番
組
を
取
材

に
よ
ら
な
い
形
で
構
成
す
る
な
ど
、
臨
機

応
変
な
対
応
を
今
後
も
採
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
三
重
県
は
４
月
に
、「
み
え
県

民
力
ビ
ジ
ョ
ン
」が
掲
げ
る
基
本
理
念「
県

民
力
で
め
ざ
す
『
幸
福
実
感
日
本
一
』
の

三
重
」
を
具
体
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み

方
向
を
示
す
中
期
の
戦
略
計
画
と
し
て
、

み
え
県
民
力
ビ
ジ
ョ
ン
・
第
三
次
行
動
計

画
を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
視
点
と

し
て
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
・
０
」と「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
印

象
的
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
17
番
目

の
目
標
（
ゴ
ー
ル
）
に
紐
づ
く
タ
ー
ゲ
ッ

ト
17
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
経
験
や
資
源
戦
略
を
基
に
し
た
、
効

果
的
な
公
的
、
官
民
、
市
民
社
会
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
奨
励
・
推
進
す
る
。」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
、
み
え
県
民
力

ビ
ジ
ョ
ン
・
第
三
次
行
動
計
画
が
、「
三

重
県
ら
し
い
、
多
様
で
、
包
容
力
あ
る
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
共
感
す
る
と
と
も
に
、
三
重

県
の
魅
力
発
信
に
ま
つ
わ
る
映
像
制
作
業

務
を
主
と
す
る
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
模

索
し
、
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
三
重
県
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ

ン
に
共
感
す
る
事
業
者
の
立
場
と
し
て
、

伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
伝
七
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ご
紹
介
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が

進
め
て
い
る
価
値
創
出
に
つ
い
て
お
届
け

し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
進
め
る
伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
拠
点
と
な
る
の
が
、
四
日
市
市
高
砂

町
に
あ
る
「
伝
七
邸
」
で
す
。
伝
七
邸

は
、
明
治
大
正
期
の
企
業
家
、
第
十
世
伊

藤
伝
七
翁
（
１
８
５
２
年

－

１
９
２
４

年
）
が
別
邸
と
し
て
１
８
９
６
年
（
明
治

29
年
）
に
移
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

約
６
０
０
坪
の
敷
地
の
う
ち
、「
玄
関
棟
」

と
「
さ
つ
き
棟
」
の
２
件
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
他
、
２
階
建
て
の
木
造
建
築
と
日

本
庭
園
、
離
れ
を
擁
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
世
伊
藤
伝
七
翁
は
、
伊
勢
国
三
重

郡
室
山
村
（
現
在
の
三
重
県
四
日
市
市
四

郷
地
区
）
出
身
で
、
酒
造
業
の
伊
藤
家
に

生
ま
れ
、
製
糸
王
と
呼
ば
れ
た
第
五
世
伊

藤
小
左
衛
門
翁
の
遺
志
を
受
け
、
三
重
紡

績
を
創
設
。
渋
沢
栄
一
の
知
遇
を
得
て
、

大
阪
紡
績
と
合
併
し
、
後
に
東
洋
一
と
謳

わ
れ
た
東
洋
紡
績
を
創
設
し
た
実
業
家

で
、
四
日
市
倉
庫
株
式
会
社
（
現
在
の
日

本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
株
式
会
社
）
や
、
三

重
鉄
道
、
四
日
市
商
業
高
校
な
ど
、
様
々

な
産
業
を
手
掛
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
第
十
世
伊
藤
伝
七
翁
は
、
実
業
に
と

ど
ま
ら
ず
、
１
９
１
８
年
（
大
正
７
年
）

に
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
に
当
選
す
る

他
、
私
財
を
投
じ
て
三
岐
鉄
道
の
基
礎
と

な
る
日
本
横
断
鉄
道
の
計
画
、
１
９
２
１

年
（
大
正
10
年
）
に
四
郷
村
役
場
（
現
在

の
四
郷
郷
土
資
料
館
）
を
建
築
し
て
寄
贈

す
る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
大
い
に
貢
献

し
た
人
物
で
す
。

　

伝
七
邸
は
、１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）

か
ら
「
料
亭
浜
松
茂
」
と
し
て
皇
室
関
係

者
や
政
財
界
、
芸
能
界
の
有
名
人
か
ら
愛

さ
れ
る
要
人
御
用
達
の
迎
賓
館
的
な
存
在

と
な
り
、
映
画
の
ロ
ケ
地
に
な
る
な
ど
、

「
近
代
産
業
発
祥
の
地
、
四
日
市
」
の
象

徴
で
あ
り
続
け
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）
建
物
の
老
朽
化
と
後
継
者

の
不
在
を
受
け
、
料
亭
浜
松
茂
が
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
代
々
、
伊
藤
家
と
共
に
四
日
市

産
業
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
九
鬼
家
の

十
一
代
目 

九
鬼
紋
七
氏
が
私
財
を
投
じ

て
邸
を
取
得
し
、
こ
れ
か
ら
の
三
重
県
の

発
展
を
創
出
す
る
拠
点
と
し
て
、
第
十
世

伊
藤
伝
七
翁
の
足
跡
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
次
世
代
に
継
承
す
る
と
の
想
い
を
込

め
、
同
年
、
邸
の
名
称
を
伝
七
邸
と
改
め
、

伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

伝
七
邸
の
歴
史

は
じ
め
に

（一財）
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伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
ひ
と
の

和
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
」
と
い
う
基
本

軸
の
も
と
、
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
伝
七
邸
は
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の

中
で
、
第
十
世
伊
藤
伝
七
翁
を
訪
ね
る
ゆ

か
り
の
方
々
、
料
亭
浜
松
茂
に
集
っ
た

方
々
、
地
域
の
祝
言
を
は
じ
め
と
し
た
お

祝
い
事
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
交
流
拠
点

と
し
て
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
私
は
第

十
世
伊
藤
伝
七
翁
が
数
多
く
の
事
業
を
興

し
て
き
た
の
も
、
伝
七
邸
と
い
う
交
流
す

る
拠
点
、
サ
ロ
ン
を
有
し
て
い
た
た
め
で

は
な
い
か
と
思
料
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
は
、
ひ
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、

多
様
な
世
代
、
異
業
種
、
異
文
化
が
交
流

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
想
や
、
人
を
介

し
た
出
会
い
な
ど
多
く
の
き
っ
か
け
を
生

み
ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
に
加
え
、
伝
七

邸
が
本
来
持
っ
て
い
る
交
流
拠
点
と
し
て

の
強
み
を
生
か
し
、
伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
３
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
挙
げ
る
の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
飲
食
事
業
。
次
に
Ｅ

Ｓ
Ｄ
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
「
次
世
代
教
育
」、

そ
し
て
「
情
報
発
信
」
で
す
。
現
在
、
伝

七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
邸
の
管
理
・
運

営
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
株
式

会
社
日
本
伝
統
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
、
情
報
発

信
部
門
を
株
式
会
社
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
担
い
、
次
世
代
教
育
に
つ
い
て
は
両
社

が
内
容
に
応
じ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
発
信
部

門
で
あ
る
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
文

化
交
流
と
情
報
発
信
で
三
重
を
元
気
に
す

る
新
時
代
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
掲
げ
、
２
０
１
８
年
２
月
か

ら
、
毎
週
木
曜
日
、
よ
る
６
時
に
４
つ
以

上
の
動
画
を
配
信
す
る
形
式
で
、
株
式
会

社
日
本
伝
統
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
情
報
発
信
部

門
と
し
て
事
業
が
始
ま
り
、
２
０
１
９
年

４
月
に
情
報
発
信
部
門
が
株
式
会
社
伝
七

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
分
社
化
し
ま
し

た
。
動
画
の
配
信
は
三
重
県
の
魅
力
発
信

を
テ
ー
マ
に
、
年
末
年
始
や
大
型
連
休
を

問
わ
ず
毎
週
確
実
に
更
新
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
現
在
、
放
送
回
は
１
１
８
回
を

数
え
、
１
３
０
社
以
上
に
及
ぶ
企
業
・
団

体
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
制
作
し
ま
し

た
。
取
材
先
ご
と
に
分
割
し
た
映
像
を
含

み
ま
す
が
、
動
画
数
は
７
０
０
本
を
超
え

（
２
０
２
０
年
４
月
30
日
現
在
）、
な
お
も

制
作
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

更
新
す
る
動
画
は
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

と
連
携
し
な
が
ら
制
作
を
進
め
て
い
ま

す
。
伊
勢
新
聞
社
か
ら
記
事
の
提
供
を
受

け
、
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
を
幅
広
く
取
り
上

げ
る
「
伝
七
グ
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
を

は
じ
め
、
三
重
テ
レ
ビ
に
て
毎
週
火
曜
日

ひ
る
12
時
か
ら
（
再
放
送
は
金
曜
日
ひ
る

12
時
半
か
ら
）
放
送
し
て
い
る
「
三
重
県

応
援
団
」、
東
海
ラ
ジ
オ
に
て
毎
週
日
曜

日
あ
さ
８
時
半
か
ら
放
送
し
て
い
る
「
伝

七
邸
茶
道
塾
」
な
ど
、
単
な
る
自
主
制
作

に
と
ど
ま
ら
ず
、
番
組
を
メ
デ
ィ
ア
に
配

給
し
、
多
様
な
情
報
発
信
媒
体
に
よ
る

リ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
他
、
三
重
テ
レ
ビ

番
組
と
東
海
ラ
ジ
オ
番
組
に
つ
い
て
は
、

放
送
内
容
を
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
し
て
お
り
、
ロ
ー
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
類

を
見
な
い
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
既
存
メ
デ
ィ
ア
媒
体

と
連
携
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
重
テ
レ
ビ
番
組
「
三
重
県
応

援
団
」
の
番
組
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
関
係
機
関
や
企
業
と
連
携
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
よ
り
取
り
組
み
を
始
め
た
三

重
県
観
光
連
盟
と
の
連
携
に
よ
る
施
設
等

の
紹
介
を
継
続
す
る
他
、
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
中
部
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
紹
介
、
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
の

紹
介
映
像
で
は
、
四
日
市
萬
古
焼
作
陶

家
、
醉
月
陶
苑
の
清
水
醉
月
氏
ご
夫
妻
に

ご
出
演
い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
方
の
連

携
、
お
力
添
え
の
も
と
制
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
を
受
け
、
放
送
を
見
合
わ
せ

て
い
る
も
の
の
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
始

ま
っ
た
コ
ー
ナ
ー
「
三
重
県
応
援
！！
市
町

観
光
リ
レ
ー
」
で
は
、
週
ご
と
に
津
市
、

四
日
市
市
、
桑
名
市
、
菰
野
町
の
紹
介
を

行
い
、
首
長
並
び
に
関
係
部
局
の
方
に
ご

出
演
い
た
だ
く
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
始

め
て
い
ま
す
。

　

映
像
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
ア
プ
ロ
ー

チ
に
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
く
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
、
ド
ラ
マ
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
、
報
道
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
等
、

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
中
で
、
伝
七

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
の
制
作
実
績
を
有

し
、
特
化
し
て
き
た
の
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

映
像
で
す
。
三
重
県
内
の
企
業
、
芸
術
文

化
、
伝
統
工
芸
、
ス
ポ
ッ
ト
、
施
設
等
の

経
営
者
や
職
人
の
方
か
ら
直
接
お
話
を
伺

い
、
言
葉
や
想
い
か
ら
価
値
や
魅
力
に
つ

い
て
深
く
掘
り
下
げ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
三
重
県
に
数
あ
る
魅
力
の
中

で
「
受
け
継
が
れ
て
き
た
ひ
と
の
想
い
」

を
特
に
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
歴
史
と
は
、
一
つ
の
価
値
創
造
に
真

摯
に
向
き
合
っ
た
方
が
お
ら
れ
、
そ
の
想

い
が
紡
が
れ
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
要

請
に
基
づ
き
、
都
度
改
善
改
良
さ
れ
な
が

ら
発
信
さ
れ
、
顧
客
や
受
益
者
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
。
こ
れ
を
振
り
返
っ

て
見
た
時
間
軸
の
経
過
を
、
歴
史
と
呼
称

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
で

す
。
ひ
と
が
紡
ぐ
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
て

捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
を
受
け
継
ぎ
、

ま
た
は
新
し
く
創
造
し
て
こ
ら
れ
た
、
ひ

と
の
内
面
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た
映
像

と
な
っ
て
お
り
、「
１
０
０
年
残
る
映
像

を
目
指
す
」
と
い
う
制
作
方
針
を
打
ち
立

て
て
い
ま
す
。

　

撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
い
う
よ
り
も
会
話
に
近
い
形
で
進
め
る

こ
と
か
ら
、
台
本
を
制
作
せ
ず
撮
影
に
臨

む
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
過
去
に
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
が
質
問
に
対
す
る
回
答
を

検
討
さ
れ
た
う
え
で
撮
影
に
臨
ま
れ
た
こ

と
で
、
表
層
的
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
手

法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
映
像
は
と
て
も

正
直
で
す
。
内
な
る
想
い
か
、
用
意
し
た

答
え
か
、
視
聴
者
は
一
瞬
で
見
抜
き
ま

す
。
内
な
る
想
い
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉

の
中
に
は
、
そ
の
方
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

歴
史
が
垣
間
見
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

イ
ー
の
心
に
寄
り
添
い
、
番
組
を
制
作
す

る
こ
と
が
、
内
面
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
想
い
や
文
化
的
な
背
景

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

瞬
間
を
、
こ
れ
ま
で
多
く
目
の
当
た
り
に

し
て
き
ま
し
た
。

　

新
時
代
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
冠
す
る
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
従
来
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
、
新

伝
七
邸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
軸

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
映
像
制
作

に
お
け
る
基
本
的
ス
タ
ン
ス

メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
傾
向
と

伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
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聞
、
ラ
ジ
オ
等
）
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
状
況
に
お
け
る
動
向
、
各
媒
体
が
持

つ
特
性
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
情
報
通
信
政
策
研
究
所
が

２
０
１
９
年
９
月
に
発
表
し
た
「
平
成
30

年
度 

情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時
間

と
情
報
行
動
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
に

お
い
て
、
平
成
30
年
度
主
な
メ
デ
ィ
ア
の

行
為
者
率
・
行
為
者
平
均
時
間
（
全
年

代
・
年
代
別
）
の
平
日
及
び
休
日
に
お
け

る
、全
年
代
の
行
為
者
率
は
、テ
レ
ビ
（
リ

ア
ル
タ
イ
ム
）
視
聴
79
・
３
％
及
び
82
・

２
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
82
・
０
％

及
び
84
・
５
％
で
、
平
日
休
日
と
も
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
行
為
者
率
が
上

回
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
見
る
と
、
休
日
の
10
代
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
行
為
者
率
と
テ
レ
ビ
（
リ
ア

ル
タ
イ
ム
）
行
為
者
率
と
の
比
較
は
24
・

１
ポ
イ
ン
ト
、
20
代
は
29
・
２
ポ
イ
ン
ト
、

ネ
ッ
ト
行
為
者
率
が
特
に
上
回
る
状
況

で
、
こ
の
行
為
者
率
の
差
異
は
今
後
さ
ら

に
顕
著
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
60
代
に
お
い
て
は
平
日
△
32
・

６
ポ
イ
ン
ト
、
休
日
△
29
・
８
ポ
イ
ン
ト

と
、
な
お
も
テ
レ
ビ
視
聴
が
上
回
る
状
況

で
す
。現
況
に
お
い
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
行
為
者
率
・
行
為
者
平
均
時
間
が
拡

大
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
な
が
ら
も
、
テ

レ
ビ
視
聴
が
多
い
世
代
に
い
か
に
リ
ー
チ

し
て
い
く
か
が
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
着
目
し
た
い
の
が
「
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
信
頼
度
」
及
び
「
目
的
別
の

利
用
メ
デ
ィ
ア
」
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
信
頼
度
に
つ
い
て
全
年
代
で
見
る

と
、
最
も
信
頼
度
が
高
か
っ
た
の
は
新
聞

68
・
６
％
で
、
上
述
の
メ
デ
ィ
ア
の
行
為

者
率
・
行
為
者
平
均
時
間
調
査
に
お
い
て

テ
レ
ビ
視
聴
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

行
為
者
率
の
差
異
が
顕
著
で
あ
っ
た
若
年

層
に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
信
頼
度
の
比
較
は
、
全
年
代

31
・
５
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、
10
代
が
34
・

７
ポ
イ
ン
ト
、
20
代
が
20
・
１
ポ
イ
ン
ト

で
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
が
信
頼
で
き
る
情
報

媒
体
と
し
て
依
然
、
選
ば
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
的
別
の
利
用
メ
デ
ィ
ア
で

は
、
全
年
代
で
見
る
と
「
い
ち
早
く
世
の

中
の
で
き
ご
と
や
動
き
を
知
る
」
た
め
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

50
・
７
％
で
多
く
、「
世
の
中
の
で
き
ご

と
や
動
き
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
情
報
を

得
る
」
は
テ
レ
ビ
が
55
・
２
％
、「
趣
味
・

娯
楽
に
関
す
る
情
報
を
得
る
」
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
66
・
３
％
で
す
。
こ
う
し

た
調
査
報
告
か
ら
、
行
為
者
は
従
来
メ

デ
ィ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を

・
従
来
メ
デ
ィ
ア
：
い
ち
早
く
情
報
を
得

る
に
は
向
か
な
い
が
、
信
頼
で
き
る
情

報
源
で
あ
り
、
生
産
的
な
情
報
を
得
る

媒
体

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
い
ち
早
く
情
報
を

得
る
た
め
の
手
段
。
情
報
根
拠
に
乏
し

※行為者率：調査対象者のうち情報行動を行った人の比率
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1982年愛知県生まれ。
名古屋市役所、NPO法人、法律事務所勤務を
経て現在に至る。
番組制作指揮に加え、出演、楽曲制作等を行う。
島村楽器主催「録れコン 2014」総合グランプリ
（クリエイター部門）受賞。

プロフィール
伝七ステーション メインナビゲーター
三重テレビ「三重県応援団」団長
株式会社伝七ステーション代表取締役

纐
こう

纈
けつ

 智
とも

英
ひで

く
も
（
ま
た
は
情
報
根
拠
が
必
要
と
さ

れ
な
い
）
趣
味
・
娯
楽
に
関
す
る
消
費

的
な
情
報
を
得
る
媒
体

と
捉
え
て
い
る
志
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
う
し
た
報
告
か
ら
、
従
来
メ
デ
ィ
ア

は
、
消
費
的
な
情
報
媒
体
か
ら
、
よ
り
考

え
さ
せ
ら
れ
る
、
た
め
に
な
る
生
産
的
な

情
報
媒
体
と
し
て
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と

が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
多
様
化
す
る
情
報
ニ
ー
ズ

の
受
け
皿
と
し
て
幅
を
広
げ
な
が
ら
、
よ

り
信
頼
で
き
る
情
報
提
供
が
選
ば
れ
て
い

く
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
事
業
開
始
当
初

か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
社
会
要
請
の

変
容
を
踏
ま
え
、
他
メ
デ
ィ
ア
と
の
差
別

化
を
に
ら
ん
だ
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
課
題
で
あ
る
情

報
の
信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
従
来

メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
で
差

別
化
を
訴
求
す
る
一
方
、
１
０
０
年
残
る

映
像
を
目
指
す
制
作
方
針
か
ら
、
短
期
的

な
視
聴
率
に
よ
ら
ず
質
を
追
求
し
た
、
よ

り
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
た
め
に
な
る
と

い
っ
た
生
産
的
な
情
報
を
従
来
メ
デ
ィ
ア

に
配
給
す
る
こ
と
で
、
各
メ
デ
ィ
ア
が

持
っ
て
い
る
強
み
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

の
運
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable D
evelopm

ent Goals

）」

は
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
略
で
、

２
０
１
５
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
各
国
政
府
を
は
じ

め
、
民
間
な
ど
も
含
め
達
成
し
て
い
く
世

界
的
な
課
題
を
ま
と
め
た
「
我
々
の
世
界

を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
核
を
な

し
、
17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
２
４
４
の
指
標
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
正
方
形
の
ア

イ
コ
ン
は
ポ
ス
タ
ー
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
電

車
の
車
両
な
ど
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、

街
ゆ
く
人
の
ス
ー
ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
襟

元
に
「
カ
ラ
ー
ホ
イ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
バ
ッ
ジ
を
見
る
機
会
も
増

え
、
わ
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
と
デ

ザ
イ
ン
、
そ
し
て
取
り
組
む
主
体
者
が
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
以
上

に
民
間
に
広
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
認

知
度
は
こ
こ
数
年
で
急
速
に
高
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
に
お
い

て
は
、
み
え
県
民
力
ビ
ジ
ョ
ン
・
第
三
次

行
動
計
画
に
お
い
て
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
・
０
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
で
、
県
内
に
お
け
る
機
運
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
映
像
制
作
の
中
で
企
業
経
営

者
や
伝
統
を
受
け
継
ぐ
職
人
の
方
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
理
念
や
価
値
創
出
に

向
き
合
う
想
い
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
海
女
文
化
は
、
三
重
県
が
長

い
歴
史
か
ら
培
っ
て
き
た
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
事
例
の
一
つ

と
言
え
、
地
域
に
は
私
た
ち
が
想
像
す
る

以
上
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
当
て
は
ま
る
事
例

が
身
近
な
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
継
続
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と

で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
携
え
な
が

ら
、
包
摂
的
で
あ
り
、
文
化
多
様
性
と
文

化
の
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
生
涯
学

習
の
機
会
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
か
ら
２
年
以

上
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
企
業
・
団
体
を

取
材
し
た
こ
と
で
得
た
学
び
と
、
昨
今
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

を
受
け
、
今
年
４

月
、
伝
七
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
「
伝

七
ス
テ
ー
シ
ョ

ン 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
」
を
行
い
、「
持

続
可
能
な
三
重

県
」
創
生
に
貢

献
す
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
伝

七
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
映
像

ご
と
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ゴ
ー
ル
を
設
定
・
表
記
す
る
こ
と
を
始

め
、
三
重
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
映
像
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
価
値
を
創
出
し
て
い

く
た
め
新
た
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
ご
と
に
表
記
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
は
、
三
重
大
学
名
誉
教
授
・

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
科
特
任
教

授 

朴
恵
淑
氏
の
ご
協
力
の
も
と
、
専
門

的
な
知
見
か
ら
評
価
い
た
だ
い
た
も
の

で
、
過
去
に
取
材
し
た
三
重
県
内
の
企
業
・

団
体
１
３
０
社
そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
す
べ
て

に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ゴ
ー
ル
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
制

作
す
る
映
像
に
お
い
て
も
同
様
に
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。
そ
の
他
、「
伝
七
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
だ
か
ら
で
き
そ
う
だ
」「
ワ
ク
ワ

ク
す
る
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゴ
ー
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
を

企
画
し
、
具
体
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

三
重
県
の
魅
力
で
あ
る
「
受
け
継
が
れ

て
き
た
ひ
と
の
想
い
」
を
深
く
掘
り
下
げ

た
映
像
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
の
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、
伝
七
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
に
こ
れ
ま
で
以
上
の

意
義
が
生
ま
れ
、
三
重
県
ら
し
い
、
多
様

で
、
包
容
力
の
あ
る
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
す
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
単
な
る
映
像

制
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
ひ
と
の
和
」、「
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
」
を
生
み
出
す
伝
七
邸
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
発
信
部
門
と
し
て
、

い
か
に
価
値
を
創
出
で
き
る
か
と
い
う
視

点
か
ら
、
今
後
も
忠
恕
に
尽
く
し
な
が
ら

も
活
溌
溌
地
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
伝
七
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

宣
言
」
と
こ
れ
か
ら


